開会のあいさつ(シンポジウム イメージと言語) by 岡本 喜裕
開会のあいさつ(シンポジウム イメージと言語)
著者 岡本 喜裕
雑誌名 東西南北
巻 2001
ページ 8-9
発行年 2001-03-19
URL http://id.nii.ac.jp/1073/00003617/
?????????
???????????????????????
??????????????????、 ???? 。 、 ??? っ 。
??????? ????、?
??????? ??????????。
??、??????????? 、〈
???〉、〈 〉、〈 ? 〉?? ?? ェ ー?? ? っ 。
??????? ー? ??
?、??? ??? 、ー?ッ? ー ー ? ?ー ???
????????????????????
??????????。
???、???????????、???、???
???、 ォー ????????、????? ??? ??? 。
??????? ? 、 ?
??????? ? ???? 。
???「 ー 」 、
??? 、 〈?? 〉 「 」、?? ??ー っ?。 ?、 ???? ??? ー?? ?? っ 、 っ
－8
????????????????っ??、?????? 。
古今東西、世界にはさま
ざまな宗教が生まれだし、
変貌し、融合し、解体して、
地上から消え去ってゆきま
した。名のみ伝わりながら
砂漠に姿を隠した宗教もあ
れば、数千年の時を超えて
いまに生きつづける宗教も
あります。一言半句も後世
に残さなかった宗教もあれ
ば、壮大な教典をさまざま
な言語で残している宗教も
あります。
しかし、宗教とは「こと
ば」です。語りえないイメ
ージを求めつづけ、身もだ
えするように引き出された
言語表現の集積がそこにあ
ります。
言語を絶する巨大な聖な
るものと向きあったとき、
人はその体験をどのように
語りだすことができたでし
ょうか。詩的に、象徴的に、
あるいは狂気にとりつかれ
た人の異言のようにしか語
ることはできないでしょう。
モーセもムハンマドもブッ
ダも、聖なるものと向きあ
い、その真実を語りだそう
とするときには、大いなる
躍篭に悩まされたものです。
このたびのシンポジウム
では、いくつかの宗教の諸
相から、内なるイメージと
言語との闘争を考えなおし
てみようと思います。どの
ように祈りのことばが生ま
れ、教典が生まれてきたの
か。それを神学はどのよう
に解釈してきたのか、いま
もって宗教のことばは謎と
して私たちの目前に立ちは
だかっています。
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